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「ネットスケープ モジラプロジェクト(A)」 
 

 

“われわれは昨年、私が達成しようと思っていた目標を達成できなかった。モジラプロジェ5 

クトを、ネットスケープ社が数ある協力者の中の 1 つに過ぎないような、ネットワークによ

る共同プロジェクトにしなかった。さらに、エンドユーザー向けのソフトの出荷もしなかっ

た。私にとって出荷は非常に重要だ。だから私はこのプロジェクトから手を引く” 

 

 1999 年 4 月、ネットスケープコミュニケーションズ社の創業メンバーのひとりで、優秀10 

な技術リーダーであった ジェレミー・ザウィンスキー(Jamie Zawinski)氏は自らが率いて

きたモジラプロジェクト(Mozilla Project)の 1 年間の評価をこう語り、AOL・ネットスケー

プ社を退社する決意を表明した。1998 年のプロジェクト開始当初、市場を制覇しつつあるマ

イクロソフト社のインターネットエクスプローラー巻き返しのためにネットスケープ社がう

ってでたモジラプロジェクトは、ソフトウェア会社にとって最も重要な知的財産である製品15 

ソースコードを外部、それもボランタリーな開発者コミュニティに公開するという、ブラウ

ザ製品開発にとって起死回生の最終手段として業界中の注目を浴びていた。だが、実際には

プロジェクト開始後 1 年がたっても、成果物としてのソフトウェアが一向に出荷される見通

しはたっていなかった。 
  20 

WWW とネットスケープ社 

インターネットに火をつけたふたつのキラーアプリケーションは、電子メールと
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